
8月20日に青少年交換留学生
のJUNIさんが、成田に到着し
迎えにいきました。

8日16：00よりフレンディアにて開催されました。
岡村睦美ガバナーエレクトより国際協議会の報告や
地区運営方針についての話がありました。

●報告

●第 3 回清掃活動

●委嘱状
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事業所：㈱三ツ矢
住　所：川口市西川口 6-7-31
ＴＥＬ：048-255-2250
ＦＡＸ：048-255-2368
役職名：取締役営業部長

西堀　裕久
にしぼり        ひろひさ

米山記念奨学生のキョウヒョウさん
へ奨学金が支給されました。

米山記念奨学会より感謝状が届きました。

米山記念奨学会より、米山記念奨学生カウンセラーの
朝日恵子会員へ委嘱状が届きました。

●職業奉仕･青少年奉仕合同事業｢キャリア教育出張授業」開催

●Make-Up

●感謝状

越谷東RCの皆様と地区資金推進委員長の藤村作様(上尾RC)がお越し下さいました。

地区資金推進委員長
藤村作様(上尾RC)越谷東RCの皆様

8月1日9：00より、武南中学校にてキャリア教育出張授業を開催しました。色々な職種の会員が自分の職業につ
いて説明し、出席した中学生とディスカッションしました。

1日9：00より錫杖寺より川口駅東口を清掃活動しました。

4月23日千代田C.Cにて、ゴルフ部がコンペを開催しました。

“新章” 始動 ～オール川口で進む新たな未来を目指して～

請川かおり幹事へベネファクター認証状が届きました。

米山記念奨学会より表彰されました。

ベネファクター認証状ベネファクター認証状

　こんにちは。会長挨拶をさせていただきます。
　みなさん一般に「財団」という言葉はよく耳にしていると思いますが、それがどういうものかご存知です
か？私が子どもの頃の1970年代、一休さんというアニメがありましたが、一休さんでは必ず、坊主頭のおじ
いさんが、一日一善、とか、人類みな兄弟、って叫ぶCMが流れましたが、最後の「日本船舶振興会」という
文字とアナウンスが印象的で、その日本船舶振興会とは一体何なのか、子どもの頃は不思議に思っていま
したが、その日本船舶振興会は1990年代に入って、日本財団と名前を変えたのをご存じでしょうか？皆さ
んも日本財団のマークの付いた福祉車両をよく見かけるかと思いますが、日本財団があの一休さんの日
本船舶振興会、と謎が解けた時が、私的に人生で初めて「財団」というものに興味を持った瞬間かもしれま
せん。ところで、「財団」とは何かに戻りますが、財団とは、特定の目的を有した財産の集合体のことを意味
します。そしてその財産を元に、営利目的ではない活動をする組織のことを財団法人といいます。ロータ
リーでいうと、日本では、「公益財団法人ロータリー日本財団」という名称の財団が、寄付金を取り扱ってい
ます。理事長は京都RCの御年101歳、裏千家15代目家元の千玄室さんです。財団の法律上の扱いは国に
よって異なり、日本では、皆さんの寄付を日本の公益財団法人であるロータリー日本財団が扱うことで、税
制上の優遇措置が受けられます。皆さんからの寄付はロータリー日本財団が全額、ロータリー財団へ取り
次ぐ、という仕事をしているわけですが、じゃあ、その財団で仕事をしている人のお給料や事務経費なんか
はどこから出てるかというと、ロータリー財団は我々の寄付金を元手に投資をしており、その投資で得た利
益でまかなっています。そして、我々の寄付金は、全額、奉仕活動のためだけに使われています。
　みなさん、キャプテン・トム、って覚えていますか？コロナと戦う医療従事者への寄付金を集めるために、
イギリスで、99歳のおじいさんが、100歳の誕生日までに25メートルの自宅の庭を歩行補助器を使いなが
ら100往復する、というチャレンジをしました。彼は退役軍人だったのでキャプテン・トムと呼ばれていたの
ですが、そのひたむきに庭を歩む姿は人々の共感を呼び、なんと47億円以上の寄付金を集め、エリザベス
女王からはナイトの爵位を与えられ、「サー・トム」にもなりました。結局、彼はその後100歳の時にコロナで
亡くなりますが、その遺志を娘が継いで、キャプテン・トム財団を設立します。しかしこの娘さんは、財団の
資金から自分へ多額の給料を支払ったり、私的にスパ施設を作ったりとやりたい放題で、本来、財団のお
金とは、目的のため以外に使ってはならないわけですから、イギリスのみならず世界を一世風靡した美談
は、今や醜聞となっているようです。
　ちなみに、一休さんの日本財団は、ボートレースの売上金の一部を資金源として、途上国の支援や、障害
者支援、災害時の支援などの活動を行っているようです。
　どちらにしても、子どもの頃に慣れ親しんだ「一日一善」という言葉は、多くの日本人のボランティアの原
体験であることは間違いないでしょう。以上です。

出席者

１．丸山恵美子　介護職

増井真也　建築家

芝﨑眞理　不動産

２．浅沼良成　教育

佐藤達視　情報通信

阿部勇二郎　金融業

３．原田敬美　元港区長・一級建築士

重田佳美（山内優花社員）　証券業

４．小松君恵　教育

金子真由美　証券業

５．永村俊朗　元検事

小見山祐紀　政治家秘書・漫画編集者（出版業）

砂沢学賦　保険業（途中参加）

６．多田竜一　弁護士

請川秀治　歯科医師

石黒淳明　僧侶

７．米田和弘　税理士

篠田元一　音楽家

北村　透　介護福祉

８．矢口順一　元警察署長

　　石井良輔　銀行業

請川かおり　歯科医師　

大竹　純　広告業　

　　

米山記念奨学生のキョウ･ヒョウさんへ奨学金を支給しました。

奨学金支給

会 長 挨 拶
会 長　請川 かおり

●入会式

●表彰

本日分
会員数
会場参加
Make-Up
出席率

   8月29日
　    95名
　    55名
        35名
   94.74%

出席報告

幹事報告をご覧ください。
●9月19日の例会は、木曽路にて夜間例
会になります。
●9月5日18：30より国際奉仕委員会があ
ります。
●9月18日12：00よりSARLATにてパスト
会長会があります。
●9月12日10：30よりフレンディアにて地
区大会実行委員会があります。

1.健康状態　　評価 (5)
　日本に帰ってきました。とても暑いです。なにより暑いです。10度以上の差があるので本当に倒れそうです。ゆっくり体を慣らしてい
きたいと思います。6月の体調は特に問題はありませんでした。しかし日によって気温にばらつきがあり、朝は暑くても夕方は凄く寒い
時や、朝が寒くて夕方に暑くなる時など、洋服を決める時に凄く困ります。その為、何度かお腹を壊したり、鼻水が止まらないことなどの
症状はありましたが、それほど重くはならなかったため、元気に過ごすことが出来ました。
2.学校の状況　　評価 (5)
　学校は6月14日に終了しました。スウェーデンの学校は終業が早く、日本の学校よりも1ヶ月以上夏休みが長いようです。夏休みの宿
題もほぼないようで、ほとんどの人がバイトをするみたいです。スウェーデンの学校は新しい学年が8月から始まるため、夏休みという
より、次の学年のための準備期間のようなものらしいです。私は3年生と一緒に授業を受けていたので、彼らと一緒に卒業式に参加す
ることができました。多くの学生が就職するらしく、最後の学生生活をとても楽しんでいました。スウェーデンの卒業式はパーティー状態
で、叫んで走って踊っての３コンボです。女子は白い服装、男子はスーツに身を包み、studentenの帽子をかぶります。卒業式は朝の7
時から始まりました。まず皆で朝ごはんを食べ、街を叫びながら歩き学校に向かいます。学校でお話を聞いたりダンスをしたりした後
に、ランチを食べ、Fikaをします。そして午後2時頃、全員で学校を飛び出し、走ります。学校の前にはそれぞれの家族が子供の看板を
持って待っています。家族との記念写真を終えたら、今度は街の中心に街全体の学校から卒業生が集まり皆で騒ぎます。その後学校ご
とのトラックに乗り、叫び踊ります。これがstudentenの一連の流れでした。本当に楽しい卒業式でした。友達も来てくれたので凄く嬉し
かったです。
3.ホストファミリーとの関係　　評価 (5)
　ホストファミリーとは沢山のパーティーをしたり、お話をして過ごしました。卒業パーティーでは、一家ほとんど全員が集まり、和気あ
いあいと楽しい時間を過ごせました。また、お別れ会もしてもらいました。第一ホストシスターが28日に帰国したので会うことが出来ま
した。とても優しく面白い人で、何より顔が母親に似すぎて双子のようでした。第二ホストファミリーとも食事をしました。友達もお世話
になったので、二人でプレゼントも用意しました。喜んでくれたので良かったです。第三ホストファミリーは最後の夜にお寿司を買って
きてくれました。スウェーデン最後の夜にお寿司は面白いなと少し思いましたが、凄く楽しい晩餐だったので良かったと思います。ホス
トファザーがワサビを噴き出していたのが凄く印象に残っています。ロータリーと何も関わりがないのにも関わらず、私を家族として受
け入れてくれたことにとても感謝しています。とても素敵な人達でした。
4.ホストロータリークラブとの関係　　例会出席回数   １ 回／月
　最後のロータリーの例会では、たまたまティム君と同じ学校の人が来て、歌を発表していました。とても上手で、学生とは思えないほ
どのクオリティーでした。おかげで例会は大盛り上がりでした。凄く楽しかったです。帰国2日前に友達とお世話になったカウンセラー
のアンと地区のトミーにありがとうの気持ちを込めて、ディナーに行きました。第一ホストシスターと他の地区の友達も来てくれました。
同じ地区の皆で3人の集合写真と手紙をプレゼントしました。とても喜んでくれて嬉しかったです。

幹事報告　大竹純幹事

出席委員 ニコニコ委員
石黒淳明委員
出沖幸雄委員

岡村睦美委員
小見山祐紀委員

内田秀樹委員、香穂副委員長

永井牧委員長、佐藤龍委員

卓話：新会員卓話　渡部嘉夫会員・境亮一会員

卓話：NPO法人グリーンサポート運動推進協議会　瀧 様
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米山記念奨学金支給

例会予定

◎9月19日　夜間例会　
　場　所／ 木曽路
      開　会／18：00 ～

研修①
田中德兵衞会員、仲川聡会員

卓話：
第2840地区パストガバナー
　　　　　　　　　  田中久夫 様

◎9月12日　定例会　
　場　所／ フレンディア
      開　会／12：30 ～

今週の当番
SAA

出席委員

ニコニコ委員

香穂委員

橋山晶洋委員･米田和弘委員

柳和弘委員長、渡部嘉夫委員

2024-2025 KAWAGUCHI ROTARY CLUB
WeeklyReport

●第3112回  定例会
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川口市産品フェアが10月27～29日にオートレース場にて開催され、
第11グループ合同で出展しました。川口RCは29日12：00～14：00に、
ウクライナ支援とポリオ撲滅の募金活動をしました。
また子ども向けに職業紹介も行いました。

●2024-2025 年度　第 2 回ガバナー補佐･部門委員長 合同スタッフ会議

●アート＆グルメ同好会

●ゴルフ部コンペ

●ランニング同好会


